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三

当
該
設
立
事
業
所
の
事
業
主
に
係
る
納
付
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
額
の
支
払
期
月
及
び
当
該
支
払
期
月
ご

と
に
支
払
う
額
を
記
載
し
た
書
類

四

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
十
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
し
た
額
の
算
定
の
根
拠
を
示
す
書
類

２

前
項
の
提
出
は
、
当
該
設
立
事
業
所
の
事
業
主
が
設
立
し
て
い
る
清
算
未
了
特
定
基
金
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
清
算
未
了
特
定
基
金
型
納
付
計
画
の
記
載
事
項
）

第
二
十
九
条

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
十
条
第
四
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
当
該
設

立
事
業
所
の
事
業
主
に
つ
い
て
確
定
給
付
企
業
年
金
若
し
く
は
企
業
型
年
金
を
実
施
し
て
い
る
場
合
若
し
く
は
実
施

す
る
場
合
又
は
退
職
金
共
済
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
若
し
く
は
締
結
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
概
要
と
す

る
。

２

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
十
条
第
四
項
第
二
号
の
当
該
事
業
主
が
納
付
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
額

は
、
年
を
単
位
と
し
て
分
割
し
て
当
該
清
算
未
了
特
定
基
金
型
納
付
計
画
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
清
算
未
了
特
定
基
金
型
納
付
計
画
の
承
認
の
要
件
）

第
三
十
条

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
十
条
第
七
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

収
支
の
状
況
そ
の
他
当
該
設
立
事
業
所
の
経
営
の
状
況
か
ら
見
て
当
該
清
算
未
了
特
定
基
金
型
納
付
計
画
に
記

載
さ
れ
た
当
該
設
立
事
業
所
の
事
業
主
に
係
る
納
付
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
の
設
定
が
合
理
的
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

年
を
単
位
と
し
て
分
割
し
て
当
該
清
算
未
了
特
定
基
金
型
納
付
計
画
に
記
載
さ
れ
た
当
該
設
立
事
業
所
の
事
業

主
に
係
る
納
付
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
額
の
年
ご
と
の
額
の
設
定
が
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（
実
施
事
業
所
の
一
部
に
係
る
事
業
に
主
と
し
て
従
事
し
て
い
た
者
）

第
三
十
一
条

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
四
十
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
四
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
設
立
事
業
所
に
使
用
さ

れ
る
者
で
あ
っ
て
、
事
業
の
承
継
が
行
わ
れ
る
時
点
に
お
い
て
承
継
さ
れ
る
事
業
に
主
と
し
て
従
事
し
て
い
た
も

の
二

事
業
の
承
継
の
時
点
に
お
い
て
承
継
さ
れ
る
事
業
に
主
と
し
て
従
事
し
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
、
当
該
時
点
後

に
当
該
承
継
さ
れ
る
事
業
に
主
と
し
て
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の

（
存
続
厚
生
年
金
基
金
か
ら
移
行
し
た
確
定
給
付
企
業
年
金
の
掛
金
の
額
の
計
算
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
十
二
条

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
残
余
財
産
の
交
付
を
受
け
た
確
定

給
付
企
業
年
金
の
事
業
主
等（
改
正
後
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
主
等
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）に
係
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
後
確
定
給

付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
掛
金
額
（
以
下
「
特
別
掛
金
額
」
と

い
う
。）に
つ
い
て
、
当
該
交
付
さ
れ
た
残
余
財
産
を
原
資
と
し
て
老
齢
給
付
金
等
（
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第

三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
老
齢
給
付
金
等
を
い
う
。
第
三
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
が
行
わ
れ
る
者
に

係
る
額
を
改
正
後
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
四
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
計
算
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
中
「
百
分
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
十
に
平
成

二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
残
余
財
産
の
交

付
を
受
け
た
日
ま
で
の
年
数
（
そ
の
期
間
に
一
年
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

る
も
の
と
す
る
。）に
百
分
の
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
数
を
加
算
し
た
数
（
当
該
数
が
百
分
の
十
五
を
超
え
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
百
分
の
十
五
と
す
る
。）」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
確

定
給
付
企
業
年
金
法
第
百
十
条
の
二
第
三
項
、
第
百
十
一
条
第
二
項
又
は
第
百
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
存

続
厚
生
年
金
基
金
の
設
立
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
当
該
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
加
入
員
及
び
加
入
員
で
あ
っ
た
者
に

係
る
給
付
（
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
額
に
相
当
す
る
給
付
を
除
く
。
次
条
第
一
項
、
第
三

十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
に
お
い
て
「
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
加
入
員
及
び
加
入
員
で
あ
っ

た
者
に
係
る
改
正
前
確
定
給
付
企
業
年
金
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
」
と
い
う
。）の
支
給
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継

し
た
確
定
給
付
企
業
年
金
の
事
業
主
等
に
係
る
特
別
掛
金
額
に
つ
い
て
、
当
該
給
付
の
支
給
に
関
す
る
権
利
義
務
が

移
転
さ
れ
た
者
に
係
る
額
を
改
正
後
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
四
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
方

法
に
よ
り
計
算
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
中「
百
分
の
十
五
」と
あ
る
の
は
、「
百

分
の
十
に
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
平
成
二
十
五
年
改
正
法
」
と
い
う
。）

附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年
改
正
法
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
百
十
条
の
二
第
三
項
、
第
百
十
一
条
第
二
項
又
は
第
百
十
二
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
存
続
厚
生
年
金
基
金
（
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
存
続
厚
生

年
金
基
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
設
立
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
当
該
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
加
入
員
及
び
加
入
員

で
あ
っ
た
者
に
係
る
給
付
（
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
三
十
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
額
に
相
当
す
る
給
付
を
除
く
。）の
支
給
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
た
日
ま
で
の
年
数
（
そ
の
期
間

に
一
年
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。）に
百
分
の
〇
・
五
を
乗

じ
て
得
た
数
を
加
算
し
た
数
（
当
該
数
が
百
分
の
十
五
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
十
五
と
す
る
。）」
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
十
一
条
第
五
項
若
し
く
は
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
認
定
又
は
平
成
二

十
五
年
改
正
法
附
則
第
十
三
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
納
付
の
猶
予
を
受
け
た
存

続
厚
生
年
金
基
金
の
設
立
事
業
所（
当
該
存
続
厚
生
年
金
基
金
が
解
散
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、設
立
事
業
所
で
あ
っ

た
も
の
。
次
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
新
た
に
確
定
給
付
企
業
年
金

を
実
施
し
、
改
正
後
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
平
成
二
十
六
年
経
過
措
置
政
令
第
三
十
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
加
入
員
で
あ
っ
た
期
間
を
加
入
者
期
間
に
算
入
し
た
場
合
に
お

け
る
当
該
確
定
給
付
企
業
年
金
の
当
該
事
業
主
等
に
係
る
特
別
掛
金
額
に
つ
い
て
、
当
該
加
入
者
期
間
が
算
入
さ
れ

た
者
に
係
る
額
を
改
正
後
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
四
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り

計
算
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
中
「
百
分
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
十

に
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
法
第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政

令
第
七
十
四
号
）
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚

生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
三
条
第
十
一
号
に
規
定

す
る
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
加
入
員
で
あ
っ
た
期
間
を
加
入
者
期
間
に
算
入
し
た
日
ま
で
の
年
数
（
そ
の
期
間
に
一

年
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。）に
百
分
の
〇
・
五
を
乗
じ
て

得
た
数
を
加
算
し
た
数
（
当
該
数
が
百
分
の
十
五
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
十
五
と
す
る
。）」
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

４

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
確
定
給
付
企
業
年
金
の
事
業
主
等
が
残
余
財

産
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
財
政
計
算
（
改
正
後
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
第
一
号

イ
\
に
規
定
す
る
財
政
計
算
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
改
正
後
確
定
給
付
企
業
年
金

法
施
行
規
則
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
掛
金
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た

額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
計
算
に
係
る
同
項
第
一
号
、
第
二
号
又

は
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
二
十
年
」
と
あ
る
の
は
、「
三
十
年
」
と
す
る
。

一

当
該
残
余
財
産
の
交
付
に
係
る
実
施
事
業
所
の
当
該
残
余
財
産
が
交
付
さ
れ
た
者
に
係
る
過
去
勤
務
債
務
の
額

（
改
正
後
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
過
去
勤
務
債
務
の
額
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）の
全
部
又
は
一
部
（
次
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
厚
生
年
金
基
金
の
過
去
期
間
通
算
に
よ
る
過
去
勤
務

債
務
の
額
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
同
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
計
算
し
た
額

二

過
去
勤
務
債
務
の
額
か
ら
厚
生
年
金
基
金
の
過
去
期
間
通
算
に
よ
る
過
去
勤
務
債
務
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ

い
て
、
改
正
後
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
四
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に

基
づ
き
計
算
し
た
額

 š


		2014-03-23T14:40:05+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




